
　政権交代から間もないが，これからの医療・介護に関する制度は，また変わるのであろ
うか．介護保険制度の施行以後，リハビリテーションに関するものだけでも目まぐるしく
変化し，そのたびに現場は振り回された感があり，机上で生まれた政策転換はほどほどに
してほしいと思うことがある．
　先日，近所の中華料理店に昼食を食べに行くと，50 人ほどの席のほとんどを高齢者が占
めていた．どうやら近所の老人会の方々らしい．隅の空いた席につき，高齢者の表情を見
ながら昼食をとることにした．見た限りでは後期高齢者のようで，食事中はずっと同席の
人と会話し，時には大きな笑い声，店は今までになくにぎやかだった．こちらに食事が届
く頃には，皆一斉に店を出て，またいつもの静けさが戻った．自分の両親もそうであるが，
高齢者はこのような「人との交流」を通し，そこにささやかな楽しみを見出して日々を送っ
ている．また，いずれ近い時期に死を迎えることをよく知っており，家族に恵まれていて
も，一人暮らしであっても，誰もが孤独を感じているはずである．30 年後の自分は，地域
の人とあのように明るく付き合うことができるのであろうか…．若干不安になって中華料
理店をあとにした．
　15 年ほど前，行政における機能訓練事業，健康教育に集中的に関わった経験がある．し
かし，このような事業で地域の公民館に集まってくる高齢者は，障害の有無にかかわらず
大きな問題はない．公民館に来る交通手段がない人や，手段があってもこのような外出を
拒絶する人々が問題なのである．このような人々を「閉じこもり」といい，現在の介護予
防事業の対象となっているが，実は 15 年前も現在とまったく同じ問題が指摘されていた．
介護予防事業はこの問題を十分に解決できているのだろうか．一方，通所サービスでは，
多くの利用者が「入浴」を目的に通っているが，介護保険制度は包括的なサービスが中心
となるために，このような具体的な問題点が見えにくくなっている．
　高齢者は，自分に必要なもの，足りないものをよく知り，主張もするが遠慮もする，経
験豊富な賢者ばかりである．彼らが求めるものは，そんなに難しくはないかもしれない．
交通手段が必要なら交通手段を，入浴介護が必要なら入浴サービスを，孤独であるなら孤
独を解消するサービスを提供することはできないものか．現在，医療機関でも包括報酬化
が進められているが，無駄を省くと同時に，無駄を生んでしまうことはないのであろうか．
複雑化した医療や介護の制度，わが国では，案外単純でわかりやすい医療・介護が求めら
れているのではないかと思うことがある．
 （金谷さとみ）
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